
鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
は
４
日
か
ら

日
ま
で

21

開
か
れ
ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、

補
正
予
算
３
件
、
条
例
８

件
、
事
件

件
の
計

件

56

68

と
な
り
ま
す
。

３
割
４
年
分
を
減
額

来
年
１
月
か
ら
実
施
へ

新
文
化
会
館
建
設
に
関

す
る
調
査
・
検
証
に
つ
い

て
、
５
月
に
設
置
さ
れ
た

独
任
制
の
「
第
３
者
調
査

・
検
証
専
門
委
員
」
の
答

申
書
及
び
３
者
連
名
に
よ

る
提
言
が

月

日
提
出

11

14

さ
れ
、

月
議
会
で
は
こ

12

の
問
題
が
最
大
の
論
点
に

な
り
ま
す
。
（
答
申
の
内

容
に
つ
い
て
は
前
号
に
掲

載
）皆

川
市
長
は
こ
れ
を
受

け
て
、
改
め
て
市
長
の
選

挙
公
約
を
踏
ま
え
、
給
与

減
額
の
条
例
改
正
が
提
案

さ
れ
ま
す
。

市
長
給
与
の
減
額
は
、

給
料
月
額
の
３
割
で
期
間

を
市
長
任
期
の
４
年
間
分

と
し
、
そ
の
総
額
を
平
成

年
１
月
か
ら

年
９
月

31

33

ま
で
実
施
す
る
提
案
で

す
。減

額
は
期
末
手
当
及
び

退
職
手
当
の
算
定
に
反
映

し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
減
額
提
案
は
自

公
系
の
反
対
で
否
決

皆
川
市
長
は
昨
年

月
12

議
会
で
、
選
挙
公
約
で
あ

る
「
市
長
給
与
の
３
割
カ

ッ
ト
」
を
、
期
間
を
懲
戒

的
処
分
で
過
去
最
高
の
事

例
を
参
考
に
６
ヶ
月
間
で

提
案
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
野
寺
佳
克

議
員
（
新
政
ク
ラ
ブ
）
が

総
務
常
任
委
員
会
で
「
公

約
の
正
当
性
が
疑
問
。
期

間
は
な
ぜ
４
年
で
な
い
の

か
」
と
反
対
し
、
否
決
。

そ
の
後
本
会
議
で
、
市

長
は
期
間
を
任
期
中
４
年

間
に
再
考
す
る
た
め
、
議

案
を
撤
回
し
再
提
案
す
る

と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

も
自
公
系
会
派
が
反
対
し

否
決
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
本

年
３
月
議
会
で
、
「
第
三

者
に
よ
る
新
文
化
会
館
建

設
に
関
す
る
調
査
・
検
証

専
門
委
員
」
設
置
を
提
案

し
、
給
与
減
額
は
そ
の
報

告
の
結
果
を
待
っ
て
、
妥

当
な
措
置
を
検
討
・
実
施

す
る
と
し
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
４
年
分
減
額
」は
妥
当

か
？

他
の
特
別
職
よ

り
低
い
月
給
に

今
回
の
答
申
・
提
言
を

受
け
て
、
前
市
長
の
行
政

責
任
を
引
き
継
ぐ
と
し
た

皆
川
市
長
の
給
与
減
額
に

つ
い
て
、
「
４
年
間
の
減

額
期
間
」
が
妥
当
な
の
か

問
わ
れ
ま
す
。

市
長
給
料
は
月
額
で
91

万
４
千
円
、
３
割
減
額
後

は

万
９
８
０
０
円
、
副

63
市
長
の
給
料
月
額

万
８

71

千
円
よ
り
低
く
な
り
ま

す
。ま

た

月
分
を

月
分

48

33

で
減
額
す
る
と
月
額

万
51

５
１
６
４
円
と
な
り
、
病

院
事
業
管
理
者
や
教
育
長

の

万
５
千
円
よ
り
低
く

63
な
り
ま
す
。

前
監
査
委
員
だ
っ
た
副

市
長
の
山
口
朗
氏
か
ら
は

給
与
減
額
の
申
し
出
が
あ

り
、
２
割
減
額
、
２
ヶ
月

間
の
提
案
が
さ
れ
ま
す
。

建
設
当
時
の
部
課
長
３

人
に
訓
告
処
分

答
申
で
「
議
会
の
承
認

無
く
工
事
費
が
増
額
と
な

る
変
更
指
示
を
し
た
こ
と

は
、
違
法
で
あ
る
。
」
と

の
指
摘
を
受
け
、
市
は
懲

戒
処
分
審
査
委
員
会
の
審

査
を
踏
ま
え
、
こ
の
期
間

の
建
設
部
長
１
人
と
建
築

課
長
２
人
を

日
付
け
で

22

訓
告
処
分
と
し
ま
し
た
。

旧
栄
小
校
舎
改
修
し

先
端
研
究
支
援
セ
ン
タ

ー
別
棟
に

条
例
で
は
、
旧
栄
小
学

校
の
校
舎
を
改
修
し
、
先

端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ

ー
の
別
棟
と
し
て
設
置

し
、使
用
料
を
定
め
ま
す
。

入
居
予
定
と
し
て
、
唾

液
に
よ
る
が
ん
検
査
の

（
株
）
サ
リ
バ
テ
ッ
ク
と
、

不
動
産
開
発
の
ヤ
マ
ガ
タ

デ
ザ
イ
ン
（
株
）
の
２
社

と
の
こ
と
で
す
。

旧
羽
黒
第
四
小
学
校
を

改
修
し
、
羽
黒
第
四
地
区

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
と
し

て
設
置
し
ま
す
。

櫛
引
た
ら
の
き
だ
い
ス

キ
ー
場
は
平
日
の
営
業
を

短
縮
し
、
午
後
５
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
夜
間
営

業
と
し
ま
す
。

小
学
校
の
ス
キ
ー
教
室

な
ど
の
事
業
に
は
日
中
も

対
応
す
る
と
の
こ
と
で

す
。大

荒
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
整
備
工
事
費
の
請

負
契
約
の
締
結
で
は
、
佐

藤
工
務
・
鶴
岡
建
設
・
佐

藤
組
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
と

億
９
８
０
０

46

万
円
の
契
約
金
額
、
平
成

年

月

日
着
工
か
ら

30

12

25

年
９
月

日
完
成
ま
で

33

24

の
工
期
が
提
案
さ
れ
ま

す
。指

定
管
理
者
の
指
定
で

は

施
設
（
う
ち
新
規
１

57
施
設
）
、
指
定
方
法
は
公

募
に
よ
る
も
の
３
施
設
、

公
募
な
し

施
設
が
提
案

54

さ
れ
ま
す
。

指
定
期
間
は
原
則
５
年

で
、
行
革
対
象
施
設
等
は

１
年
か
ら
３
年
で
す
。

新
婦
人
の
請
願
採
択
で

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン

一
般
会
計
補
正
予
算
は

億
５
７
７
８
万
５
千
円

22が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

を
７
０
９
億
６
９
０
５
万

５
千
円
と
し
ま
す
。

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン

整
備

億
３
２
３
０
万
円

14

が
計
上
さ
れ
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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橋憲志会長）による「２０１８年社会保障改善自治体

要請キャラバン」が１１月２０日行われ、鶴岡市、三川

町、庄内町へ要請を行いました。

訂
正

前
々
号
（

月

日
）

11

18

の
「
大
山
工
業
団
地
内

に
屋
内
施
設
」
の
記
事

中
、
「
建
設
費
用
は
数

十
億
円
」
と
の
記
述
が

あ
り
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
「
数
億
円
」
の
誤

り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。



日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
と
鶴
岡
市
議
団
は

月

日
、
皆
川
治
市
長

11

27

に
「
平
成

年
度
予
算
要

31

望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
書
で
は
、
皆
川
氏

の
市
長
選
公
約
と
共
産
党

市
議
団
の
市
議
選
公
約
か

ら
、
重
点
要
望
事
項
と
し

て
８
項
目
を
掲
げ
ま
し

た
。①

新
文
化
会
館
建
設
に

関
す
る
第
３
者
調
査
・
検

証
専
門
委
員
の
答
申
・
提

言
を
踏
ま
え
、
「
情
報
公

開
と
市
民
参
加
」
を
市
政

執
行
の
最
優
先
に
位
置
づ

け
る
こ
と
。

②
「
国
民
健
康
保
険
税
」

は
平
成

年
度
に
１
人
あ

30

た
り
９
６
０
０
円
（
８
・

８
％
）
引
き

下
げ
た
が
、

農
家
は
米
の

減
収
や
直
接

支
払
交
付
金

の
廃
止
が
あ

り
、
基
金
を

活
用
し
て
さ

ら
に
減
税
を

お
こ
な
う
こ

と
。③

「
学
校

給
食
費
」
は
、

年
度
に
第
３
子
以
降
の

30無
償
化
を
実
現
し
た
が
、

段
階
的
削
減
を
前
に
進
め

る
こ
と
。

④
「
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
」
を
高
校
卒
業
ま
で

拡
大
す
る
こ
と
。

⑤
「
包
括
的
な
医
療
と

介
護
福
祉
の
体
制
の
構

築
」
で
は
、
市
立
荘
内
看

護
専
門
学
校
の
定
員
増
と

建
て
替
え
の
整
備
計
画
を

早
期
に
示
す
こ
と
や
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

更
な
る
再
編
で
住
民
に
密

着
し
た
運
営
と
す
る
こ

と
。⑥

「
旧
町
村
の
活
性

化
」
、
市
長
公
約
の
「
50

億
円
規
模
の
ま
ち
づ
く
り

未
来
基
金
」の
創
設
で
は
、

年
度
か
ら
実
施
計
画
と

31具
体
的
施
策
が
展
開
さ
れ

る
が
、
地
域
の
権
限
を
強

化
し
、
市
民
の
力
を
引
き

出
す
こ
と
。

⑦
「
バ
イ
オ
関
連
優
先

か
ら
地
域
循
環
型
経
済
重

視
へ
の
産
業
政
策
の
転

換
」
で
は
、
民
間
デ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
へ
の
補
助
金
の
透

明
性
、有
効
性
を
求
め
「
公

平
・
公
正
」に
行
う
こ
と
。

⑧
「
県
の
高
校
再
編
計

画
の
中
で
、
中
高
一
貫
校

の
設
置
」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
は
慎
重
な
対
応
を

求
め
ま
し
た
が
、
小
学
生

段
階
で
の
受
験
競
争
や
既

存
中
学
校
へ
の
大
き
な
影

響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
設

置
要
望
を
見
直
す
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

各
分
野
の
要
望
は
、
11

分
野
１
５
３
項
目
に
亘
り

ま
す
。

要
望
書
提
出
後
、
市
長

と
懇
談
し
、
「
党
派
に
関

係
な
く
、
良
い
提
案
は
取

り
入
れ
て
実
現
し
て
い
き

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

９
月
議
会
に
新
婦
人
鶴

岡
支
部
か
ら
エ
ア
コ
ン
設

置
を
求
め
る
請
願
が
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

政
府
の

年
度
補
正
予

30

算
に
も
、
熱
中
症
対
策
と

し
て
公
立
学
校
へ
の
空
調

設
置
８
２
２
億
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
へ
の
灯
油
助

成

今
年
も
実
施

低
所
得
の
高
齢
者
世
帯

に
灯
油
購
入
費
助
成
３
１

８
６
万
円
（
県
が
半
額
）

が
今
冬
も
行
わ
れ
ま
す
。

県
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

推
進
事
業
補
助
金
を
受

け
、
図
書
館
本
館
の
ト
イ

レ
洋
式
化
１
５
２
万
円
、

小
真
木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

と
宝
田
体
育
館
、
朝
日
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
の
ト

イ
レ
も
洋
式
化
（
９
４
６

万
円
）
し
ま
す
。

本
庁
舎
別
棟
整
備
事
業

７
６
０
０
万
円
は
、
神
社

側
倉
庫
解
体
に
伴
い
、
東

側
の
別
棟
車
庫
棟
に
２
階

４
室
を
整
備
し
、
渡
り
廊

下
で
繋
ぎ
、
会
議
や
倉
庫

に
活
用
す
る
も
の
で
す
。

平
成

年
に
起
き
た
温

27

海
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

に
係
る
損
害
賠
償
請
求
の

和
解
経
費
に
１
５
０
３
万

円
は
、
全
額
保
険
か
ら
支

払
わ
れ
ま
す
。

農
作
物
大
雨
被
害
に
利

子
補
給

農
作
物
の
大
雨
な
ど
の

被
害
対
策
と
し
て
Ｊ
Ａ
と

協
調
し
、
利
子
補
給
に
よ

り
、
被
害
の
あ
っ
た
農
家

の
運
転
資
金
を
実
質
無
利

子
に
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
山
形
県
名

誉
役
員
の
小
竹
輝
弥
氏
が

月

日
死
去
し
ま
し

11

19

た
。

歳
で
し
た
。

89

１
９
４
８
年
入
党
、
１

９
５
９
年

歳
で
鶴
岡
市

29

議
に
初
当
選
し
２
期
務
め

ま
し
た
。
１
９
６
７
年
日

本
共
産
党
初
の
山
形
県
議

に
当
選
し
６
期
務
め
ま
し

た
。
党
県
副
委
員
長
、
山

形
県
商
工
団
体
連
合
会
会

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。

市長に要望書を手渡す五十嵐貞子日本共
産党鶴岡地区委員長と加藤鉱一市議団長

建築課入札結果
（ ）内は予定価格

11月22日入札分
・旧ホテル雷屋解体費調査業務委
託（堅苔沢字宮田26-1ほか）（入
札10業者うち6業者辞退）
(株)アックスクリエート
2,800,000円（2,817,000円）
工期～31/3/22（落札率99.40％）

午
後
２
時
か
ら

会
場

出
羽
庄
内
国
際
村

主
催

不
戦
の
誓
い
・
憲

法
改
悪
を
許
さ
な
い
市
民

集
会
実
行
委
員
会

連
絡
先

田
川
地
区
平
和

セ
ン
タ
ー

―
１
７
７

22

６医
療
生
協
や
ま
が
た

22

―
５
７
６
９

月
８
日
は
太
平
洋
戦

12
争
が
始
ま
っ
た
「
不
戦
の

誓
い
の
日
」
で
す
。

沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
議
長
の
山
城
博
治
さ
ん

が
「
い
ま
、
沖
縄
か
ら
伝

え
た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
３
年
前
の
参
議

院
選
挙
に
お
い
て
オ
ー
ル

山
形
で
当
選
し
た
舟
山
や

す
え
参
議
院
議
員
も
お
話

し
し
ま
す
。

日
時

月
８
日
（
土
）

12

２
０
１
８
フ
ク
シ
マ
を
忘

れ
な
い

～
原
発
事
故
が
奪
っ
た

も
の
は
～

月
８
日
（
土
）

時

12

18

30

分
～

勤
労
者
会
館

月
９
日
（
日
）

時

12

10

30

分
～

鶴
岡DaDa

３
階
研

修
室
（
鶴
岡
銀
座
通
り
セ

ン
ト
ル
内
）

参
加
費

５
０
０
円

主
催

フ
ク
シ
マ
の
子
ど

も
の
未
来
を
守
る
家

連
絡
先
０
８
０
―
６
０
２

３
―
７
４
９
０
（
「
守
る

家
」
事
務
局
）


